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P2−43−9　帝 王切 開後 の 妊 娠 間隔 と次 回妊 娠 転帰 に関 す る検討
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【目的】満期帝王切開分娩後 の 次回妊娠に至る間隔 と次回分娩期間の 関連を探る，【方法】2006年 4 月か ら2012年 3 月に 当院

で管理 した 単胎 初産婦で 正期帝王 切 開 分娩後に，次回妊娠分娩管理 も当科で行 っ た例 を対象と し，妊 娠 間隔 と次回 分娩 期 間 に

つ い て 検討 した．妊娠間隔は，初回分娩日か ら次回妊娠成立 時の 最終月経 まで の 週数 と定義 した．次回 妊娠におい て，初期流

産 もし くは 中絶例 は 除外 した ．統計学的検討に は カ イ 2乗検定．Fisher の 検定を用 い た．【成績】初 産婦 正 期帝王 切 開 が 870
例 に施行され た うち，114例 の 次回 妊娠管理 が行 わ れ て い た．初 回 妊 娠時年齢は 30歳 （19−40），妊娠間隔 は 85週 （15−210）
で あっ た．次回 妊娠の 分娩週数は 正 期産 ll2 例 （98．2％ ），中期流産 1例 （O．9％ ）．早産 1例 （O．9％）で あ っ た．次回分娩時の

試験分娩 （TOLAC ）は 35例 （30．7％）で行われ，帝王切開後経腟分娩 （VBAC ）は 24例 （68．6％）で あ っ た，
妊 娠 間隔 6 カ月未 満 の 2例 は 正 期 産 で あ っ た．妊 娠 間隔 1年未満の 12例 は 全 て 正 期産 で あっ た．妊娠間隔 1 年以 上 の ll2

例中，流早産を 2 例 （1．8％）認め た，妊娠間隔 1年未満 と流早産の 関連を認 め ず （p ＝0．80），妊娠 間隔 とTOLAC 成功率に も

関連 を認め なか っ た （p　 ・O．51）．1結論】妊娠間隔が 1年未満で は 次回妊娠 にお い て 流 早産の 増加や，TOLAC 成功率 と関連を

認 め なか っ た が，少 ない 数で の 検討で あ り今後の 症例の 蓄積 が 望 まれ る．

P2−43−10　既往帝王切開術後妊娠に おける VBAC 例 の 検討
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【目的】既往帝王切開術後妊娠 におけ る分娩方式は個々 の 施設で の 判断に 任 されて い る．しか し，多くの 施設で，帝王切 開術
の 既 往 が あ る妊 婦に 対 して 経膣 分 娩 を 施 行 （TOLAC ）す る こ とを せ ず，選 択的 帝 王切 開術 が 行わ れ て い る ．当院で は患者 の

希望 が あ り，医学的条件 が確認 され れ ば，TOLAC を施行 し て い る．そ こ で TOLAC を行 い 経腟分娩 が成功した症例（VBAC ）

を後方視的 に解析 し，TOLAC をよ り安全 に管理す る要因 を検討した．【方法】2007年 1月 か ら 2011年 12月ま で の，当院で の

全分娩か ら既往帝王切 開後妊娠を抽出し，分娩方法 ・TOLAC 施行例 ・VBAC 例 を検討 した．【成績】対象期間の 全分娩数は

2993例 ， 既往帝 王切開後妊娠 は 176例 で，こ の うち前回 2 回以 上 帝王切開術 の 既往の あ る症例が 26例，多胎 ・胎位異常が 7
例，筋腫核出術の 既 往が ある症例 が 3例 ，T 字切開術を施行して い る症例 が 2例，常位胎 盤 早期剥離が 1例，内科的適応が

1 例以外 の 136例 に TOLAC 施行 した，　 VBAC 例は 124例で 成功率 は 9L2％ で あ っ た，不 成功例は 分娩停止が 8 例，胎児機
能不全 が 4例 で，緊急帝王切開に移行 し た．TOLAC を施行した症例に，子宮破裂症例 は な く切 迫子宮破裂症例もな か っ た，
【結論】帝王切開術 の 既 往 が あ る 妊婦 に お い て ，分娩管理 は もち ろ ん，適応症例 を的確 に 評価する こ とに よ りVBAC 症例数を

増加させ る こ とが 可能 と考え られた．

P243 ・11　 当院に おける TOLAC の 検討と VBAC 成功率向上へ の 試み
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【目的】近年帝王 切開率 は増加傾向にあ るが，TOLAC （trial　of 　labor　after 　cesarean ）可能施設は激減して い る．こ れまで の

報告で は VBAC 成功率は 60％〜90％ と され て い る が，成功率向上 につ い て 当院 に おける TOLAC 症例 を検討 し，誘発 ・促進

を含め た 試み を報告する．【方法】当院で 2005年〜2011年の 7年間 に取り扱 っ た TOLAC432 例 につ き VBAC 成功例 と不成

功 例 をそ れ ぞ れ 後 方視 的 に検 討 し，分 娩 直前 の 微 弱 陣痛 に対 す る oxytocin 使 用 と 40週 以 降 の 未陣 発 症 例 に 試 行 した誘発 が

VBAC 成功率向上 に結 び つ い て い る か を検討 した，【成績】7 年間で の 総分娩数 20313 人の 帝切率 4．9％，　 TOLAC 例 432 人，
VBAC 成功例 407人 （94．2％ ）で あ っ た．子宮 口 開大 8cm 以 上 で 微弱陣痛 の ため oxytocin を使用 した 29例 は 全例 VBAC
成功例 で あ っ た．oxytocin の 平均使 用 時間 は 2 時間 16分で あ り最長使 用 時間 は 9時 間で あ っ たが子宮破 裂 は認 め て い な い．
成 功例 と不成功例の 間で 母体平均年齢，平均出生 時体重，前 回帝王 切開適応 な どの 分析 で は有意差 は 認め られ な か っ た，40

週まで の VBAC 成功率 は （285／295＞96．6％ に対 し40 週以降の 成功率は （122／137）89．1％ と有意 に低か っ た （p＜ O．Ol），40

週 以 降の VBAC 成功 例 122 人 中 8196の 99人 は 自然 陣発 し，未陣発 23人 （19％）に 対 し，ラ ミ ナ リア，メ トロ イ リ ン テ ル 等
で 機械的刺激に よる 陣発 を待 ち，微弱陣痛に 対 して oxytocin を使用す る こ と に よ りVBAC 成 功 に結 びつ ける こ とが で きた，
【結論】VBAC 希 望 の 症 例 に 対する 対応 は 施設 に よ り差 が あ る と思 うが，2011 ガ イ ドラ イ ン に お い て 誘発，　 oxytocin 使用 は禁

忌で は ない ，安全 に 配慮 した積極的な医療 の 介入が，VBAC の 成功率を向上 させ る こ とが示唆された．
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